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1. はじめに 
ヨーロッパ結晶学会が主催する 32nd European 
Crystallographic Meeting（ECM32）が、2019年8
月18日～23日の日程で、音楽の都としても有名なオ
ーストリアの首都ウィーンにて開催された[1]。会場と
なったウィーン大学は、ヴォディーフ教会、市庁舎、
国会議事堂といった歴史的な建築物が立ち並ぶ優雅
な立地に位置する。 
ECM32の前日程には、ウィーン工科大学において
サテライトミーティングとして、様々な分野のワーク
ショップも行われていた[2]。筆者は ECM32 に加え、
タンパク質の構造解析ツールである CCP4[3]に関する
ワークショップ（CCP4 Structure Solution Workshop）、
および結晶学を専門とする若手研究者のためのサテ
ライト会議（Young Crystallographers Satellite 
Meeting）にも参加したので、これらについても簡単
に紹介する。 
なお、筆者の専門は生物物理学・タンパク質科学分
野であり、会議中に聴講したシンポジウムも生物系の
研究が多い。一度に6つのMicrosymposiaがパラレ
ルセッションとして進行していたこともあり、報告内
容分野が偏ってしまっている点にはご容赦いただき
たい。 

 
図1 会場となったウィーン大学のエントランス 

2. ECM32会議内容 
 ECM32の開会式では管楽器重奏によるファンファ
ーレから始まり、実行委員長やIUCrの会長、来賓に
よる挨拶が行われた。引き続いてMax Perutz Award
の授賞式および受賞講演が行われ、Oxford 
UniversityのProfessor Elspeth Garmanが受賞され
た。賞の名称になっているMax Perutzといえば、オ
ーストリア出身の化学者であり、重原子置換法を用い
てヘモグロビンのX線結晶構造を決定し、1962年ノ
ーベル化学賞を受賞されたことは特に有名である（ち
なみにウィーン大学にはMax Perutz Labs という研
究所がある）。Garman 教授の功績としては、生体分
子の結晶構造学へ大きく貢献したことが評価された。
具体的には、試料に対する放射性損傷について精力的
に研究され、タンパク質結晶構造解析における放射線
量（Dose）限界値を実験的に見積もったこと（Garman 
Limit）、そして放射線損傷量を見積もるツールの開発
や放射線損傷メカニズム解明に大きく貢献されてい
る。これらは、高輝度化が進む大型放射光施設では、
タンパク質結晶・回折実験において重要な指標となっ
ている。また、タンパク質結晶構造解析ビームライン
では自動測定を導入している放射光施設も多いが、そ
の際に X 線照射条件を決定する指標にもなるとのこ
とである。現在では放射光X線結晶構造解析のみなら
ず、XFELや溶液散乱（X線小角散乱）、材料系でも試
料へのダメージを考慮する指標として用いられるよ
うになってきた。この他にも、X線回折実験に使用す
るクライオピンなどのハンドツールの開発にも貢献
し、現在も広く利用されている例などが紹介された。 
2日目以降は、午前・午後の両方にPlenaryもしくは
2件のKeynoteおよび、6つのMicrosymposia（12セ
ッション/1日、計48）が分野のバランスが考慮されて
組まれていた。Microsymposiaは、5つのFocus Area
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（1. Biological and Macromolecular Crystallography, 
2. Materials and Minerals, 3. Physical Including 
Fundamental Crystallography, 4. Chemical Crystallography, 
5. Experimental and Computational Techniques）
および1つのGeneral Interestから構成され、全体的
な印象としては施設関連（手法開発）、解析手法関連
（ソフトウエア）、利用研究関連（試料調製や機能解
析）と専門分野が多岐にわたっていたように感じた。
また、近年飛躍的に進んでいるクライオ電子顕微鏡を
利用した研究や解析手法の開発に関する発表も多数
みられた。以下、会議で印象に残った内容をテーマご
とに分けてピックアップした。 
大型施設関連については、主にヨーロッパの放射光
施設からいくつかのビームラインに関する発表があ
った。現在、第2フェーズアップグレード中のESRF
（-EBS）では、加速器や光源性能の計画と合わせて、
いくつかのエンドステーションに関する紹介があっ
た。またEuropean XFEL では、MHz高繰返しパル
スを生かしたポンプ・プローブ実験の紹介があった。
一つの例として、時分割シリアルフェムト秒X線結晶
構造法（TR-SFX）において、ポンプ光の後一定時間後
に連続で XFEL パルスを照射しピコ秒スケールの構
造変化を追跡するというものであった。さらに、
refocusing CRL（Compound Refractive Lens）を利
用して、2つタンデムに並べた実験ステーションを設
置予定とのことである。同じくドイツのPETRA-IIIで
は、EMBL-Hamburgが管理運営するP13およびP14
の MX ビームラインの紹介があった。P14 ではマイ
クロビームモードにおけるシリアル結晶構造解析に
加え、CRLの設置、さらに、第2ハッチではポンプ・
プローブの時分割実験専用のステーション T-REXX
（Time-resolved experiments with crystallography）
が整備されている。結晶構造だけでなく、高エネルギ
ー位相差イメージング（トモグラフィー）も測定でき
るようにしているとのことであった。MAX-IV では、
BioMAXとMicroMAX（設置予定）についてのビー
ムライン紹介があり、前者はモノクロメーターと KB
ミラーを使用したシンプルなビームラインで2017年
に利用開始され、既に多くのユーザーが使用している
とのことである。一方、MicroMAXでは、1-10ミク
ロンのビームサイズを目指して設置計画されており、

ビームラインとしてはモノクロメーター、多層膜ミラ
ーを用いる計画で、2022 年の利用開始を目指して建
設中である。また、高速サンプルチェンジャー（試料
交換時間 18 秒）や 30 近くのユニパックを設置する
ことで、ハイスループット化を進める予定であるとの
ことであった。シリアル結晶学を利用したセッション
では、Diamond Light SourceやSACLAなどからの
発表もあり、XFELでは主にSFXを、放射光でも固定
ターゲット X 線結晶構造法を行うステーションを整
備しているとのことであった。各放射光施設における
MXビームラインの傾向として、大きく2つの方針で
進めており、一つは従来の結晶構造解析についてはハ
イスループット化を進め、もう一つはマイクロビーム
X 線を用いたシリアル結晶構造解析や時分割測定を
実施するビームラインを整備しているようであり、ど
こも共通しているように感じた。 
ソフトウエア関連では、CCP4をベースに開発され
たという内容が多く見受けられ、結晶構造のみならず
クライオ電子顕微鏡で得られたデータ解析ソフトウ
エアの開発も活発に進められているようであった。ま
た、大容量のデータを処理したり、保存したりするた
めのクラウドやデータベースに関する発表もあった。 
試料調製法にフォーカスを当てた発表も多く見られ
た。筆者も登壇したシンポジウム「MS03: 
Crystallisation and Biophysical Characterisation」
では、タンパク質の結晶化に先駆けて、他の手法を利
用して安定性などの評価を行い、その結果に基づいて
戦略を立てるという発表があった。反射の良い（品質
の良い）結晶を作製するためには、優れた物性のタン
パク質を調製する必要があり、その評価方法としては
熱安定性や光散乱を利用した形状解析が主流のようで 

 
図2 懇親会が開催されたシェーンブルン宮殿 
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ある。膜タンパク質では、GFPの蛍光融合として単離
精製することで、微量でもスクリーニングがかけられ
ること、また脂質キュービックフェーズ（LCP）や界
面活性剤の選択においてもこれらの手法が有用であ
ることなどが示されていた。さらに、安定性から結晶
化スクリーニングまで、一連の解析を自動化したパイ
プラインの紹介もあった。 
 会議4日目の夜には、ウィーン・ハプスブルグ家の
居城であり、世界遺産としても有名なシェーンブルン
宮殿にて懇親会が開催された。弦管楽器のウェルカム
ファンファーレに続いて、着席フルコースの食事が提
供された。 
 
3. CCP4 Structure Solution Workshop 
 ECM32のサテライト会議として、2019年8月17
日にウィーン工科大学で開催された CCP4 Structure 
Solution Workshop に 参 加 し た 。 CCP4
（Collaborative Computational Project Number 4）
は、X線結晶構造の解析時に用いられるソフトウエア
の集合体を指す。CCP4 は、英国 Diamond Light 
Sourceに隣接するResearch Complex at Harwellに
て開発され、タンパクの質結晶構造解析に広く利用さ
れている[4]。今回のワークショップでは、ネットワー
クを利用してクラウド上にデータを上げて利用する
方法が紹介された。これによって、出張先やタブレッ
ト端末でも、インターネット接続環境が整っていれば
いつでもどこでも解析できるようになったとのこと
である。使用の流れは従来と大きく変わりはないとの
ことであったが、Protein Data Bankへのデポジット
は容易になったとのことであった。 

 
図3 Young Crystallographers Satellite Meetingの

集合写真 

4. Young Crystallographers Satellite Meeting 
ヨーロッパ結晶連合（ECA）の若手研究者が主催し
た、Young Crystallographers Satellite Meeting が
2019 年 8 月 18日にウィーン工科大学にて開催され
た。この研究会は、PhD candidateやポスドクといっ
たキャリアの浅い研究者が、国際会議で口頭発表する
機会を設けるために2013年から始めたとのことであ
る。参加者の多くは、ECAに所属しているようであり、
ECA 以外では、筆者の他にも台湾や南アフリカの若
手研究者が参加していた。9件の口頭発表に加え、ポ
スター発表も数件行われていた。発表分野としては材
料・化学系が多い印象であったが、シミュレーション
との併用や、近年着目されている結晶化スポンジ法の
利用、ビームラインの紹介など内容も多岐にわたって
いた。中でも、タンパク質の結晶をArt（芸術）と見
立てて、結晶学と芸術との融合分野を開拓しようとす
る若手PIからの発表は興味深く印象に残った。 
 
5. おわりに 
 ECM 会議のプログラム最終日には閉会式が開催さ
れ、本会議の参加状況などについて報告があった。事
前参加登録者は1000人を超え、ポスター発表が518
件、招待講演が 96 件、口頭発表（selected）が 145
件、基調講演が16件とのことであった。今回のECM
では、講演者のバランスも考慮され、シンポジウムの
座長や招待講演では女性研究者が多く登壇していた
ことも印象的であった。引き続いて、トラベルアワー
ド、ポスターアワード、若手研究者講演賞の各種授賞
式が行われた。最後に、IUCr2020がチェコのプラハ
で 2020 年 8 月 22 日～30 日に開催され[5]、次回の
ECM33 はフランスのベルサイユで 2021 年 8 月 24
日～28 日に開催されることが述べられ、各実行委員
長の挨拶や暫定プログラムの発表、熱意のこもった開
催地宣伝が行われた。そして実行委員長やIUCr/ECA
会長らの挨拶を以って、ECM32は幕を閉じた。 
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